
午前の部平 成 ２ ９ 年 度 第 ２ 回
法規・設備及び設備管理電気通信主任技術者試験問題

注 意 事 項
１０時００分１ 試験開始時刻

２ 試験科目別終了時刻

試 験 科 目 科 目 数 終 了 時 刻

１１時２０分「法規」のみ １ 科 目

１１時４０分「伝送交換設備(又は線路設備)及び設備管理」のみ １ 科 目

１３時００分「法規」及び「伝送交換設備(又は線路設備)及び設備管理」 ２ 科 目

３ 試験種別と試験科目別の問題(解答)数及び試験問題ページ

問 題 ( 解 答 ) 数 試験問題
試 験 種 別 試 験 科 目

問１ 問２ 問３ 問４ 問５ ペ ー ジ

法 規 ６ ７ ６ ６ ６ 1～13
伝送交換主任技術者

伝送交換設備及び設備管理 ８ ８ ８ ８ ８ 14～27

法 規 ６ ７ ６ ６ ６ 1～13
線 路 主 任 技 術 者

線路設備及び設備管理 ８ ８ ８ ８ ８ 28～42

４ 受験番号等の記入とマークの仕方

マークシート(解答用紙)にあなたの受験番号、生年月日及び氏名をそれぞれ該当枠に記入してください。(1)

受験番号及び生年月日に該当する箇所を、それぞれマークしてください。(2)

生年月日の欄は、年号をマークし、生年月日に１桁の数字がある場合、十の位の桁の｢０｣もマークしてください。(3)

[記入例] 受験番号 ０１ＡＢ９４１２３４ 生年月日 昭和５０年３月１日

５ 答案作成上の注意

マークシート(解答用紙)は１枚で、２科目の解答ができます。(1)

｢法規｣は赤色(左欄) 「伝送交換設備(又は線路設備)及び設備管理｣(｢設備及び設備管理｣と略記)は緑色(右欄)です。、

解答は試験科目の解答欄の正解として選んだ番号マーク枠を、黒の鉛筆(ＨＢ又はＢ)で濃く塗りつぶしてください｡(2)

ので、使用しないでください。① ボールペン、万年筆などでマークした場合は、採点されません

二つ以上マークした場合、その問いについては採点されません。② 一つの問いに対する解答は一つだけです。

③ マークを訂正する場合は、プラスチック消しゴムで完全に消してください。

免除の科目がある場合は、 科目欄は記入しないでください。(3) その

(4) 、あなたが を○で囲んでください。(試験種別は次のように略記されています。)受験種別欄は 受験申請した試験種別

① 『伝 送 交 換』伝送交換主任技術者は､

② 『線 路』線路主任技術者は、

試験問題についての特記事項は、裏表紙に表記してあります。(5)

６ 合格点及び問題に対する配点

(1) 各科目の満点は１００点で、合格点は６０点以上です。

(2) 各問題の配点は、設問文の末尾に記載してあります。

マークシート(解答用紙)は、絶対に折り曲げたり、汚したりしないでください。

次ページ以降は試験問題です。試験開始の合図があるまで、開かないでください。

受 験 番 号 解答の公表は１月３１日１０時以降の予定です。

(控 え) 合否の検索は２月１９日１４時以降可能の予定です。

(今後の問い合わせなどに必要になります。)
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試 験 種 別 試 験 科 目

線路主任技術者 線路設備及び設備管理

問１ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、ＧＥ－ＰＯＮ及びＧＥ－ＰＯＮに用いられる光受動部品の概要について述べたも

のである。 内の(ア)～(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を

記せ。ただし、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

光アクセスネットワークの形態の一つに、設備センタ内のＯＬＴとユーザ宅内のＯＮＵとの

間に光受動部品を設置し、１心の光ファイバを複数のＯＮＵで共有する (ア) 方式を採用

したものがある。

(ア) 方式を用いた光アクセスネットワークの一つであるＧＥ－ＰＯＮでは、１心の光

ファイバから複数の光ファイバに光信号を分岐する光受動部品として、一般に、平面光導波路

(ＰＬＣ)型の光スプリッタが用いられている。４分岐と８分岐のＰＬＣ型光スプリッタを組み

合わせて設備センタ内の１心の光ファイバで最大３２ユーザを収容する構成では、１ユーザの

伝送路における分岐による原理的な光損失は約 (イ) dＢ となり、伝送距離を制限する

要因となる。

また、ＧＥ－ＰＯＮでは、ＷＤＭ方式による双方向多重伝送技術が用いられており、設備セ

ンタからの下り信号には (ウ) μｍ帯の波長帯域が割り当てられている。さらに、光ネッ

トワークを保守・監視するための試験光には信号光とは別の波長帯域が割り当てられており、

一般に、戸建て向けのＧＥ－ＰＯＮでは、通信に影響を及ぼすことなく試験を行うことができ

るようにＯＮＵの直前に (エ) を利用して試験光を遮断する光フィルタが組み込まれてい

る。 (エ) は紫外線照射によるガラスの屈折率の増加現象を利用して光ファイバの屈折率

を周期的に変化させたものであり、光コネクタに内蔵されている場合もある。

<(ア)～(エ)の解答群>

① ０.９８ ② ６ ③ ＳＳ ④ ファイバグレーティング

⑤ １.３１ ⑥ ９ ⑦ ＡＤＳ ⑧ 片端研磨フェルール

⑨ １.４９ ⑩ １２ ⑪ ＰＤＳ ⑫ ポイント・ツー・ポイント

⑬ １.６５ ⑭ １５ ⑮ ＭＥＭＳ ⑯ 位相変調器
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(２) 次の文章は、メタリック平衡対ケーブル及び光ファイバケーブルの構造、特徴などについて述

べたものである。 内の(オ)～(ク)に最も適したものを、下記のそれぞれの解答群から

選び、その番号を記せ。 (３点×４＝１２点)

(ⅰ) メタリック平衡対ケーブルの構造又は特性について述べた次の文章のうち、正しいものは、

(オ) である。

<(オ)の解答群>

① メタリック平衡対ケーブルの直流導体抵抗値は、導体の長さに比例し、心線径に

反比例する。また、温度が高くなるほど直流導体抵抗値は低下する。

② 架空用メタリック平衡対ケーブルとしては、ケーブルと鋼撚り線が一体となった
よ

自己支持(ＳＳ)形ケーブルが施工面において優れていることから、広く用いられて

いる。また、ＳＳ形ケーブルは、断面形状がひょうたん形であることから、強風に

よるダンシング現象を抑制することができるため、強風地帯にも適している。

③ 地下用メタリック平衡対ケーブルと架空用メタリック平衡対ケーブルは、一般に、

仕様をできるだけ同一にする必要があるため、心線径は、０.４ ｍｍ 、０.５ ｍｍ

及び０.６５ ｍｍ の３種類に統一されている。

④ 地下用メタリック平衡対ケーブルには、外被構造をアルミテープとポリエチレン

(ＰＥ)外被を一体化したＬＡＰ構造とし、心線絶縁材料としてＰＥ内に気泡を含ま

せることにより誘電率を抑えた発泡ＰＥを用いたＰＥＣケーブルがある。

(ⅱ) メタリック平衡対ケーブルの漏話などについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (カ) 。

Ａ メタリック平衡対ケーブルの漏話には、誘導回線の電流の方向と同じ方向へ誘起電流が

伝搬される近端漏話と、逆方向へ伝搬される遠端漏話がある。ＩＳＤＮ回線によるＡＤＳＬ

回線への漏話の影響については、一般に、近端漏話と比較して遠端漏話からの影響を強く受

ける。

Ｂ メタリック平衡対ケーブルの漏話には、同一カッド内のペア相互間の静電結合によって生

ずるものがある。カッド崩れが起きた場合は、静電結合が大きくなるため、漏話も大きくな

る。

Ｃ メタリック平衡対ケーブルにおける心線の撚り合わせ方法としては、一般に、心線収容効

率、漏話特性などを考慮して２心線を撚り合わせたペアを、さらに、ペアどうしで撚り合わ

せた星形カッド撚りが用いられている。

<(カ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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(ⅲ) 光ファイバケーブルの構造、特徴などについて述べた次の文章のうち、正しいものは、

(キ) である。

<(キ)の解答群>

① １,０００心のテープスロット型光ファイバケーブルは、中心部に抗張力体を持ち、

スロットロッドの周りに１２個のスロットを有する構造であり、８心テープ型光ファ

イバ心線が１１個のスロットに１０テープずつ、１２心テープ型光ファイバ心線が

１個のスロットに１０テープそれぞれ積層されている。

② 地下用多心光ファイバケーブルは、一般に、抗張力体を中心に光ファイバテープ

心線を収納したスロットロッドと外被などによって構成され、スロットロッドと外

被の間に吸水テープを巻いたＦＲケーブルや、難燃性外被を施したＩＦケーブルな

どがある。

③ 架空用光ファイバケーブルのうち、ケーブル部と支持線との間の首部に窓を開け

た構造のＳＳケーブルは、首部に窓を設けていない構造のＳＳケーブルと比較して、

強風によるダンシング現象が生じにくい特徴を有している。

④ 誘導を受けないという光ファイバの特性を生かすため、金属を全く使用しない構

造でノンメタリック化した光ファイバケーブルでは、抗張力体としてヤング率が鋼

線の４倍程度の繊維強化プラスチック(ＦＲＰ)が用いられている。

(ⅳ) 布設環境に応じた光ファイバケーブルの特徴、布設方法などについて述べた次の文章のうち、

正しいものは、 (ク) である。

<(ク)の解答群>

① テープスロット型光ファイバケーブルの布設時における最小許容曲げ半径は、

布設が一過性であるため、一般に、固定時における最小許容曲げ半径と比較して小

さい。

② 地下用光ファイバケーブルでは、管路内布設時における張力による伸び率は、一

般に、２ ％ 程度まで許容されている。

③ 地下管路区間のケーブル布設では、光ファイバケーブルに捻回が生じないように、

ケーブルとプーリングアイとの間に撚り返し金物を取付け、布設方法が先端牽引方
よ けん

法の場合であって布設張力がケーブルの許容張力を超えるときは、布設ルートの中

間で８の字取り工法などが用いられる。

④ 電柱に架渉されている既設のメタリックケーブルなどと同ルートに新たにケーブ

ルをオーバーレイする架渉技術として一束化技術があり、既設のケーブルを支持母

体として、新設する光ファイバケーブルをらせん状ハンガを用いて一束化する方法

がある。
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問２ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、通信土木設備工事における管路の設置などについて述べたものである。

内の(ア)～(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(２点×４＝８点)

通信土木設備は、一般に、公共道路に設置されるため、通信土木設備工事を実施する場合、

占用企業者は、道路法に基づく (ア) の取得が必要である。

通信土木設備である管路の線形は、道路形状、埋設物などに応じて曲線を設けることは避け

られない。その場合、ケーブルの布設性などを考慮して曲線半径の許容範囲が設けられる。

また、管路内の水の滞留による凍結のおそれがある区間における管路の縦断線形は、

(イ) を避け、やむを得ない場合は、管路のダクト口に水、土砂などの流入を防ぐダクト

止水栓を設置する。

一方、河川などを横断する道路橋での管路の添架位置は、道路橋桁の両側又は道路橋の

(ウ) で、洪水時の流水などによる外力、直射日光などの影響を受けにくい箇所が選定さ

れている。河川などを横断する適当な道路橋が確保できない場合、通信ケーブル専用の橋が架

橋され、その形式の一つとして、溝形鋼の主桁とＬ形鋼などの横桁・横構を組み合わせた構造

の (エ) 橋がある。

<(ア)～(エ)の解答群>

① トラス ② 床版の上 ③ 直 線 ④ 道路占用許可

⑤ 特定建設業 ⑥ パイプビーム ⑦ 欄 干 ⑧ 指定工事事業者

⑨ 圧延鋼桁 ⑩ 橋台の下 ⑪ 床版の下 ⑫ プレートガーダ

⑬ 分岐形状 ⑭ 中だるみ ⑮ 低勾配 ⑯ 道路使用許可
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(２) 次の文章は、電線類の地中化、無電柱化工事の費用負担などについて述べたものである。

内の(オ)、(カ)に最も適したものを、下記のそれぞれの解答群から選び、その番号を

記せ。 (３点×２＝６点)

(ⅰ) 電線類の地中化などについて述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (オ) である。

<(オ)の解答群>

① 国土交通省が整備を進めている道路管理用光ファイバケーブルを収容するために

道路の地下に設けられる施設は、Ｃ.Ｃ.ＢＯＸといわれ、空いている管があれば、

占用許可を取得することにより、電気通信事業者も利用することができる。

② 電線類地中化区間に設定されたルートにおいては、事業者が保有する既存の設備

を活用することにより、地中化工事の施工コストの低減を図る場合がある。

③ ２以上の公益事業者の公益物件を収容するため道路管理者が道路の地下に設ける

施設は、一般に、共同溝といわれ、共同溝には、電気通信、電気、ガス、上下水道

などの事業者の設備を収容することができる。

④ 幹線道路などの地下に設けられ、通信ケーブルの布設、接続及び保守修理ができ

る空間が確保されているトンネル形式の施設は、一般に、とう道といわれ、施工方

法としては、シールド工法や開削工法がある。

(ⅱ) 無電柱化に伴う材料費、敷設費などの工事費の費用負担について述べた次の文章のうち、誤っ

ているものは、 (カ) である。

<(カ)の解答群>

① 電線共同溝方式では、電線共同溝の整備等に関する特別措置法に基づき、道路管

理者及び電線管理者が費用負担する。

② 単独地中化方式では、全額を電線管理者が費用負担する。

③ 自治体管路方式では、管路設備の材料費を地方公共団体が費用負担し、管路設備

の敷設費を電線管理者が費用負担する。

④ 要請者負担方式は、無電柱化協議会で優先度が低いとされた箇所などで要請者の

要望で無電柱化を実施する場合に適用され、原則として、全額を要請者が費用負担

する。
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(３) 次の文章は、光海底ケーブルシステム及び光海底ケーブルの構造、機能などについて述べたも

のである。 内の(キ)、(ク)に最も適したものを、下記のそれぞれの解答群から選び、

その番号を記せ。 (３点×２＝６点)

(ⅰ) 無中継光海底ケーブルシステム及び中継光海底ケーブルシステムについて述べた次の文章の

うち、正しいものは、 (キ) である。

<(キ)の解答群>

① 無中継光海底ケーブルシステムでは、光海底中継器を使用しないため、給電を必

要としないことから、光海底ケーブルは、銅などの金属を使用しないで光ファイバ

心線、プラスチック、ポリエチレンなどから構成されている。

② 無中継光海底ケーブルシステムは、中継光海底ケーブルシステムと比較して多く

の光ファイバペアを実装でき、無中継光海底ケーブルシステムには、光ファイバ実

装数が１００心の光海底ケーブルを適用したものがある。

③ 中継光海底ケーブルシステムの光ファイバペア数は、光海底中継器回路数の制限

から最大で３である。

④ 中継光海底ケーブルシステム及び無中継光海底ケーブルシステムでは、水深８,０００

ｍ 程度まで光海底ケーブルを敷設することがあるため、光海底ケーブルの最大適

用水深はいずれも８,０００ ｍ である。

(ⅱ) 光海底ケーブルの構造、機能などについて述べた次の文章のうち、正しいものは、 (ク)

である。

<(ク)の解答群>

① 伝送容量の増大に伴い、曲げ損失を抑えるためにコア部分への光パワーの閉じ込

めを弱くして実効断面積を拡大した光ファイバを用いた光海底ケーブルが導入され

ている。

② 鉄３分割パイプ形光海底ケーブルに用いられている銅チューブは、光海底ケーブ

ルシステムの給電路としての役割を担っているが、一般に、銅チューブ内部の光ファ

イバに有害な水素ガスの浸入を阻止する役割は担っていない。

③ 光海底ケーブルシステムに用いられる光海底ケーブルの構造において、タイトタ

イプ構造は、ルースタイプ構造と比較して、光ファイバへのストレスを低減でき、

偏波モード分散を小さく抑えることができる。

④ 陸揚局近傍の浅海域では、漁労や錨などにより光海底ケーブルが損傷を受けやす
いかり

いため、一般に、鋼線を一重又は二重に撚り込んで保護した外装ケーブルが使用さ
よ

れている。
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問３ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、ＷＤＭシステムの概要について述べたものである。 内の(ア)～(エ)に

最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。 (２点×４＝８点)

ＷＤＭシステムでは、 (ア) を用いて１心の光ファイバに波長の異なる複数の光信号を

多重化する方法が採られており、さらに、それぞれの波長の光信号において、時分割多重化方

式を利用することが可能である。

ＷＤＭシステムに用いられるＷＤＭ方式には、ＣＷＤＭとＤＷＤＭがあり、ＣＷＤＭの波長

間隔は、高精度な波長安定化回路を必要としないで済むようＴＴＣ標準において (イ)

nｍ と規定されている。

なお、ＷＤＭシステムは、一般に、ポイント・ツー・ポイント型を基本構成とするが、波長

単位での光信号のクロスコネクトや (ウ) の機能などを組み合わせることにより、メッシュ

型やリング型のネットワークを構成することが可能である。

また、線形中継器を多段につないで中継するＷＤＭシステムでは、光ファイバの非線形光学

効果に起因する四光波混合によるＳＮ比劣化と、相互位相変調及び波長分散による波形劣化を

生ずる場合がある。四光波混合によるＳＮ比劣化を緩和するために、信号波長として (エ)

と一致しない波長帯を利用するなどの方法が採られている。

<(ア)～(エ)の解答群>

① ０.２ ② カットオフ波長 ③ 光減衰器 ④ 位相整合

⑤ ２ ⑥ アドドロップ ⑦ 光サーキュレータ ⑧ 増幅波長

⑨ ２０ ⑩ タイミング抽出 ⑪ 光合分波器 ⑫ ＤＢＡ

⑬ ２００ ⑭ ブラッグ波長 ⑮ 光アイソレータ ⑯ ゼロ分散波長
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(２) 次の文章は、光ファイバケーブルの保守方法などについて述べたものである。 内の

(オ)～(ク)に最も適したものを、下記のそれぞれの解答群から選び、その番号を記せ。

(３点×４＝１２点)

(ⅰ) 光ファイバケーブルの非ガス保守などについて述べた次の文章のうち、誤っているものは、

(オ) である。

<(オ)の解答群>

① 光ファイバケーブルは、メタリックケーブルとは異なり、ケーブル内に水が浸入

しても直ちに伝送特性には影響を及ぼさないが、浸水を長期間放置した場合は、ケー

ブル内の金属の腐食などにより発生する水素の影響で損失が増加し、伝送特性に影

響を及ぼす場合がある。

② 光ファイバケーブルの保守方法には、光ファイバケーブル内での浸水の防止対策

の違いにより、ケーブル内部に防水材料を充塡する非ガス保守方式を用いる方法や、

ケーブル内部に大気圧と比較して高い圧力の乾燥空気を送り込むガス保守方式を用

いる方法がある。

③ 地下用クロージャなどの接続部に設置した浸水検知モジュールは、水が浸入する

と光ファイバ心線に曲げを与え、破断させる構造となっており、破断位置をＯＴＤＲ

で検出することにより浸水位置を特定することができる。

④ 非ガス保守方式を適用する光ファイバケーブルに用いられるＷＢテープは、浸水

すると水を吸収し、膨張しながらゲル化してケーブルの隙間を埋め尽くすことによ

り、止水ダムを形成してそれ以上の浸水を防止するものである。

(ⅱ) ＯＴＤＲによる測定などについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (カ) 。

Ａ 光ファイバに光パルスを入射して伝搬させると、コア内の微小な屈折率の揺らぎによって

生ずるレイリー散乱光の一部が入射端に戻ってくる。ＯＴＤＲによる測定は、このレイリー

散乱光が入射端に戻ってくる現象などを利用したものである。

Ｂ ＯＴＤＲによる測定において、被測定光線路の始端と終端や光コネクタ接続部に現れる不

要なフレネル反射の影響を取り除くには、ダイナミックレンジを大きく設定する方法がある。

Ｃ 光ファイバケーブルの光ファイバ心線は、地震などにより引張り応力が加わり、ひずみが

生ずると、突然、破断に至ることがある。この破断の発生を予測するには、Ｂ－ＯＴＤＲを

用いて光ファイバの長さ方向に分布するひずみを測定する方法がある。

<(カ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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(ⅲ) 光ファイバの心線対照などについて述べた次の文章のうち、正しいものは、 (キ) である。

<(キ)の解答群>

① 光ファイバＩＤテスタを用いた心線対照において、現用通信光の波長が１.５５

μｍ の場合、心線対照光の波長としては、一般に、現用通信光より短い波長の

１.３１ μｍ が用いられる。

② 光ファイバＩＤテスタを用いた心線対照において、心線対照光には、自然光や現

用通信光からの漏洩光などの心線対照光以外の光パワーによる誤検出を防止するた
えい

め、一般に、変調光が用いられる。

③ 光ファイバケーブルの建設・保守作業における打合せ回線を確保するために、空

き心線を使用した光通話器が用いられる場合がある。光通話器は、携帯電話と異な

りダイヤル操作の必要はないが、１心の光ファイバを用いた場合、片方向の通話に

制限され、通話できる区間も最長５ kｍ 程度に限定される。

④ 光ファイバ断線時において、断線箇所を探知するため可視光源を利用する場合が

ある。可視光源としては、一般に、出力光を直視しても目の嫌悪反応によって、目

が保護されるクラス４のレーザ安全規格を満たしている赤色ＬＤが用いられる。

(ⅳ) 通信ケーブルにおける生物被害対策について述べた次の文章のうち、正しいものは、

(ク) である。

<(ク)の解答群>

① リスのかじりによる架空ケーブルの損傷を防ぐ対策としては、ＨＳケーブルに更

改する方法、また、局所的にはＰＶＣシートにステンレスを貼り付けた防リステー

プなどでケーブルを防護する方法がある。

② キツツキによる被害を受けるおそれがある場所では、一般に、ケーブル外被の内

側にＦＲＰを巻いた構造のケーブルを用いることにより、ＦＲＰ層で損傷を止める

方法が採られている。

③ 架空ケーブル区間において、ガの幼虫が接続端子函の中に入り込み、酸性度の強
かん

い体液を心線に付着させることにより、ＰＥ被覆を溶かし絶縁不良を引き起こす場

合がある。対策としてはアルミテープを心線に巻きつける方法がある。

④ クマゼミの産卵管によるドロップ光ファイバケーブルの断線故障の対策としては、

外被を高強度化したドロップ光ファイバケーブルを用いる方法に替えて、ノッチを

無くすことにより産卵管を心線に誘導してしまうことを防止するとともに心線取出

し作業も容易にしたドロップ光ファイバケーブルを用いる方法が採られている。
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問４ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、建設業労働安全衛生マネジメントシステムガイドラインについて述べたものであ

る。 内の(ア)～(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

ただし、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

建設業労働災害防止協会が定めた建設業労働安全衛生マネジメントシステムガイドライン

(以下、ガイドラインという。)は、平成１１年４月に厚生労働省が公表した労働安全衛生マネ

ジメントシステムに関する指針に基づき、建設業の固有の特性を踏まえ、必要な安全衛生管理

の仕組みを示したものである。

ガイドラインは、建設事業を行う事業者が、労働者の協力の下に、店社と作業所が一体となっ

て、 (ア) という一連の過程を定めて継続的に行う自主的な安全衛生活動を促進すること

により、建設事業場における労働災害の (イ) を低減するとともに、労働者の健康の増進

及び快適職場の形成の促進を図り、もって建設事業場における安全衛生水準の向上に資するこ

とを目的としている。

また、ガイドラインにおける建設業労働安全衛生マネジメントシステム(以下、システムとい

う。)とは、建設事業場において、安全衛生方針の表明、 (ウ) の設定、安全衛生計画の作

成、実施及び運用、日常的な点検及び改善、システム監査、システムの見直し等の一連の過程

を定めて連続的かつ継続的に実施する安全衛生管理に関する仕組みであって、施工管理等の建

設事業の実施に係る管理に関する仕組みと一体となって実施され、及び運用されるものをいう。

建設事業場におけるシステムを確立し、適切に実施し、及び運用するため、建設事業者が実

施する基本的事項には、特定された危険又は有害要因等を踏まえ、安全衛生方針に基づき、

(ウ) を設定すること、 (ウ) の設定及び安全衛生計画の作成に当たり、 (エ)

の活用等労働者の意見を反映する手順を定め、この手順に基づき、労働者の意見を反映するこ

となどがある。

<(ア)～(エ)の解答群>

① 安全衛生朝礼 ② 安全衛生委員会 ③ 統計調査稼働

④ 潜在的危険性 ⑤ 保険給付 ⑥ ５Ｓ活動

⑦ 安全施工サイクル ⑧ 工事調整会議 ⑨ 安全衛生目標

⑩ 安全パトロール ⑪ 顕在的危険性 ⑫ 労使委員会

⑬ 整理－整頓－清掃－清潔 ⑭ 計画－実施－評価－改善

⑮ 現状把握－本質追究－対策樹立－目標設定

⑯ 作業の洗い出し－セグメント化－選択と集中－標準化
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(２) 次の文章は、システムの信頼性について述べたものである。 内の(オ)、(カ)に最も

適したものを、下記のそれぞれの解答群から選び、その番号を記せ。 (３点×２＝６点)

(ⅰ) 故障率分布の一般的な特徴などについて述べた次の文章のうち、正しいものは、 (オ)

である。

<(オ)の解答群>

① ある部品の故障率がＣＦＲ型を示す期間内にあるとき、この部品の寿命分布は、

正規分布に従う。

② ある部品の故障率がＣＦＲ型を示す期間内にあるとき、この部品の時間当たりの

故障の起こる割合は一定で、その故障発生の時期の予測が可能である。

③ ある部品の故障率がＤＦＲ型を示す期間内にあるとき、この部品はある時間帯で

集中的に故障する傾向があり、故障が集中的に起こる直前に事前取替を行うことで

未然に故障を防止できる。

④ ある部品の故障率がＤＦＲ型を示す期間内にあるとき、この部品の使用に先立ち、

バーンインなどによりスクリーニングを行うことで故障率の低い良品を選ぶことが

できる。

(ⅱ) ＭＴＢＦ又はＭＴＴＦについて述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (カ) であ

る。

<(カ)の解答群>

① ある装置の偶発故障期間中の故障率が、１時間当たり０.０２であるとき、ＭＴＢＦ

は、５０ 時間 である。

② 装置を使用開始してから故障するまでの時間の平均であるＭＴＴＦは、修理を前

提としない装置で用いられる。

③ 装置を使用開始してから最初に故障するまでの時間は、ＭＴＢＦを計算する際の

稼働時間の和に含めない。

④ ＭＴＢＦを求める方法として、偶発故障期間中のある期間を区切って数台の装置

の動作を観測し、その期間中の延べ総動作時間を延べ総故障数で除する方法がある。
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(３) 次の文章は、１０,０００個のメモリ素子を組み込んだ基板Ａの信頼性について述べたもので

ある。 内の(キ)、(ク)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

ただし、基板Ａは偶発故障期間にあるものとし、 ０.９９＝－０.０１、ｅ ＝０.９７５log ｅ －０.０２５

とする。 (３点×２＝６点)

基板Ａの使用開始後２００時間における信頼度が０.９９であるとき、メモリ素子１個の故障

率は、 (キ) ＦＩＴ である。また、基板Ａの使用開始後５００時間以内に故障する確率

は、 (ク) ％ である。ただし、メモリ素子個々の故障率は同一値とする。

<(キ)、(ク)の解答群>

① ５×１０ ② ４.９５×１０ ③ ５×１０ ④ １－９ －７ －５

⑤ １.５ ⑥ ２ ⑦ ２.５ ⑧ ３

⑨ ５ ⑩ １０ ⑪ ３９.６ ⑫ ９７.５
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問５ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、情報システムへの攻撃の手法について述べたものである。 内の(ア)～

(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。 (２点×４＝８点)

情報の奪取などを行う攻撃の手法には、パスワードクラック、バッファオーバフロー、不正

なコマンド注入などがある。

パスワードクラックには、英数記号などのあらゆる文字の組合せを総当たりで試行する

(ア) 、よく使う単語などを登録しておきこれらを組み合わせて試行する攻撃などがある。

バッファオーバフローは、対象となるＯＳやアプリケーションの (イ) を利用してサー

バを操作不能にしたり、特別なプログラムを実行させて (ウ) を奪うことなどに用いられ

る。

不正なコマンド注入の一つとして、データベースに連動したＷｅｂサイトに入力するデータ

の中に悪意のあるコマンドを混入し、Ｗｅｂ管理者の想定外の処理を発生させることにより、

データベースからの情報漏洩やデータの改ざんを引き起こす (エ) がある。
えい

<(ア)～(エ)の解答群>

① 完全性 ② ＤｏＳ攻撃 ③ ＳＱＬインジェクション

④ フラグ ⑤ 脆弱性 ⑥ 公開鍵
ぜい

⑦ クッキー ⑧ パッチ ⑨ 標的型攻撃

⑩ 管理者権限 ⑪ 辞書攻撃 ⑫ サブルーチン

⑬ ディレクトリトラバーサル ⑭ セッションハイジャック

⑮ クロスサイトスクリプティング ⑯ ブルートフォース攻撃
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(２) 次の問いの 内の(オ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＪＩＳ Ｑ ２７００１：２０１４に規定されている、ＩＳＭＳ(情報セキュリティマネジメ

ントシステム)の要求事項を満たすための管理策について述べた次の文章のうち、誤っている

ものは、 (オ) である。

<(オ)の解答群>

① プログラムソースコードへのアクセスは、制限しなければならない。

② 情報セキュリティのための方針群は、これを定義し、管理層が承認し、発行し、

全ての従業員に通知しなければならず、関連する外部関係者に対しては秘匿しなけ

ればならない。

③ パスワード管理システムは、対話式でなければならず、また、良質なパスワード

を確実とするものでなければならない。

④ 装置は、可用性及び完全性を継続的に維持することを確実にするために、正しく

保守しなければならない。

(３) 次の問いの 内の(カ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

コンピュータシステムへの脅威などについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (カ) 。

Ａ 他人のコンピュータに不正に侵入し、無断でプログラムやデータを書き換えるなどの行為

は、一般に、クラッキングといわれる。

Ｂ インターネット上でサービスを提供しているサーバに対し、パケットを大量に送りつける、

セキュリティホールを悪用するなどにより、サーバが提供しているサービスを利用不能にす

る攻撃は、一般に、ＤｏＳ攻撃といわれる。

Ｃ 金融機関などによる正規の電子メールやＷｅｂサイトを装い、暗証番号やクレジットカー

ド番号などを入力させて個人情報を盗む行為は、一般に、スキミングといわれる。

<(カ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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(４) 次の問いの 内の(キ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

工程表の種類と特徴について述べた次の文章のうち、正しいものは、 (キ) である。

<(キ)の解答群>

① 縦軸に進捗度を置き、横軸に日数をとって各作業を折れ線で示す横線式工程表は、

一般に、バーチャートといわれる。

② 縦軸に作業内容を置き、横軸に各作業の達成率をとるガントチャートは、一般に、

各作業の所要日数は分からないが、作業の順序が分かる。

③ 縦軸に作業内容や作業人員を置き、横軸に期間(時間)をとって、各作業内容や作

業人員の所要期間を視覚的に示した工程表は、一般に、バナナ曲線といわれる。

④ バナナ曲線において、実施工程曲線が下方許容限界曲線を下回るときは、工程が

進み過ぎており、一方、実施工程曲線が上方許容限界曲線を上回るときは、工程が

遅れていると判断できる。

⑤ 縦軸に出来高を置き、横軸に日数をとって各作業の工程(進捗度合い)を示した工

程表は、グラフ式工程表などといわれ、各作業の計画工程と実施工程が視覚的に対

比できるが、どの作業が全体工期に影響を及ぼすかが把握しにくい。

(５) 次の問いの 内の(ク)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

建設副産物適正処理推進要綱に基づく建設廃棄物の処理などについて述べた次の文章のうち、

正しいものは、 (ク) である。

<(ク)の解答群>

① 元請業者は、建設廃棄物の排出に当たり、処理を委託する場合、契約の簡素化及

び処理作業の一元化を図るため、運搬と処分について同一業者と一括契約すること

が望ましい。

② 元請業者は、建設廃棄物の排出に当たり、処理を委託する場合、産業廃棄物管理

票(マニフェスト)を産業廃棄物処理業者に確実に交付することにより、再生を含む

最終処分が完了したことの確認を省略することができる。

③ 元請業者は、指定建設資材廃棄物である建設発生木材の処理において、工事現場

から最も近い再資源化のための施設までの距離が１０ kｍ を越える場合、再資源化

に代えて埋立処分することができる。

④ 元請業者は、現場において分別できなかった混合廃棄物について、選別等を行う

中間処理施設を活用し、再資源化等及び再資源化されたものの利用の促進に努めな

ければならない。



 

試験問題についての特記事項 

 

(1) 試験問題に記載されている製品名は、それぞれ各社の商標又は登録商標です。 
なお、試験問題では、  及び TM を明記していません。 

 
(2) 問題文及び図中などで使用しているデータは、すべて架空のものです。 
 
(3) 論理回路の記号は、ＭＩＬ記号を用いています。 
 
(4) 試験問題では、常用漢字を使用することを基本としていますが、次の例に示す専門的用語などについては、 

常用漢字以外も用いています。 
［例］ ・迂回(うかい) ・筐体(きょうたい)  ・輻輳(ふくそう) ・撚り(より) ・漏洩(ろうえい)  など 

 
(5) バイト〔Byte〕は、デジタル通信において情報の大きさを表すために使われる単位であり、一般に、２進数の 

８桁、８ビット〔bit〕です。 
 
(6) 情報通信の分野では、８ビットを表すためにバイトではなくオクテットが使われますが、試験問題では、一般 

に、使われる頻度が高いバイトも用いています。 
 
(7) 試験問題のうち、正誤を問う設問において、句読点の有無など日本語表記上若しくは日本語文法上の誤り 

だけで誤り文とするような出題はしておりません。 
 
(8) 法令に表記されている「メグオーム」は、「メガオーム」と同じ単位です。 
 
(9) 法規科目の試験問題において、個別の設問文中の「 」表記は、出題対象条文の条文見出しを表しています。 

また、出題文の構成上、必ずしも該当条文どおりには表記しないで該当条文中の(  )表記箇所の省略や部分 
省略などをしている部分がありますが、(  )表記の省略の有無などで正誤を問うような出題はしておりません。 

 


